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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第４部門第１区分
【発行日】平成21年1月22日(2009.1.22)

【公開番号】特開2007-146501(P2007-146501A)
【公開日】平成19年6月14日(2007.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2007-022
【出願番号】特願2005-342958(P2005-342958)
【国際特許分類】
   Ｅ０５Ｂ  49/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  25/10     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  16/02     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  25/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｅ０５Ｂ  49/00    　　　Ｊ
   Ｂ６０Ｒ  25/10    ６１７　
   Ｂ６０Ｒ  16/02    ６６０Ｎ
   Ｂ６０Ｒ  25/00    ６０６　

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月28日(2008.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に設けられる本体制御部と携帯可能に構成される携帯機との間で相互に通信を行い
、該携帯機の相対位置に応じて該車両を遠隔制御する車両制御システムにおける車両制御
方法において、
　複数の送信アンテナが、前記携帯機を探知するサーチ信号を送信し、
　第１アンテナ限定手段が、サーチ信号に応答して前記携帯機によって返送される応答信
号を受信する受信アンテナからの応答信号がない経過時間に基づいて、サーチ信号を送信
する送信アンテナの箇所を限定することを特徴とする車両制御方法。
【請求項２】
　車両に設けられる車両制御装置と携帯可能に構成される携帯機との間で相互に通信を行
い、該携帯機の相対位置に応じて該車両を遠隔制御する車両制御システムにおける車両制
御装置において、
　前記携帯機を探知するサーチ信号を送信する複数の送信アンテナと、
　サーチ信号に応答して前記携帯機が返送する応答信号を受信する受信アンテナと、
　車両のバッテリ残電力量を監視する電圧監視手段と、
　車両駐車状態において、電圧監視手段により監視されるバッテリ残電力量に基づいて、
サーチ信号を送信する送信アンテナの箇所を限定する第２アンテナ限定手段を備えること
を特徴とする車両制御装置。
【請求項３】
　限定する送信アンテナ箇所を設定するアンテナ手段が設けられることを特徴とする請求
項１または２記載の車両制御装置。
【請求項４】
　該車両の位置情報を検出する車両位置検出手段と、
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　車両位置検出手段によって検出される位置情報と限定する送信アンテナ箇所を関連付け
て設定する設定手段が設けられることを特徴とする請求項１記載の車両制御装置。
【請求項５】
　車両に設けられる車両制御装置と携帯機との間で相互に通信を行い、該携帯機の相対位
置に応じて該車両を遠隔制御する車両制御システムにおける携帯機において、
　前記車両制御装置からのサーチ信号の電界強度を測定する電界強度測定部と、
　前記電界強度測定部で測定される電界強度の変化に応じて、その電界強度データを車両
制御装置に返送するか否かを判断する携帯機制御部とが設けられることを特徴とする携帯
機。
【請求項６】
　車両に設けられる車両制御装置と携帯可能に構成される携帯機との間で相互に通信を行
い、該携帯機の相対位置に応じて該車両を遠隔制御する車両制御システムにおいて、
　前記車両制御装置には、
　前記携帯機を探知するサーチ信号を送信するサーチ信号送信手段と、
　該サーチ信号に応答して前記携帯機が返送する応答信号に基づき、前記携帯機の相対位
置を検知する検知手段とが設けられ、
　前記携帯機には、
　前記車両制御装置からのサーチ信号に対して応答信号を返送する応答信号返送手段を有
し、
　該検知手段で検知される携帯機の位置情報に基づいて、該携帯機の位置変化がないこと
を検知したとき、携帯機から応答信号を出力することを抑制する応答信号抑制手段を備え
たことを特徴とする車両制御システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明（１）は、車両に設けられる本体制御部と携帯可能に構成される携帯機との間で
相互に通信を行い、該携帯機の相対位置に応じて該車両を遠隔制御する車両制御システム
における車両制御方法において、
　複数の送信アンテナが、前記携帯機を探知するサーチ信号を送信し、
　第１アンテナ限定手段が、サーチ信号に応答して前記携帯機によって返送される応答信
号を受信する受信アンテナからの応答信号がない経過時間に基づいて、サーチ信号を送信
する送信アンテナの箇所を限定することを特徴とする車両制御方法である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１０】
　また本発明（２）は、車両に設けられる車両制御装置と携帯可能に構成される携帯機と
の間で相互に通信を行い、該携帯機の相対位置に応じて該車両を遠隔制御する車両制御シ
ステムにおける車両制御装置において、
　前記携帯機を探知するサーチ信号を送信する複数の送信アンテナと、
　サーチ信号に応答して前記携帯機が返送する応答信号を受信する受信アンテナと、
　車両のバッテリ残電力量を監視する電圧監視手段と、
　車両駐車状態において、電圧監視手段により監視されるバッテリ残電力量に基づいて、
サーチ信号を送信する送信アンテナの箇所を限定する第２アンテナ限定手段を備えること
を特徴とする車両制御装置である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また本発明（３）は、限定する送信アンテナ箇所を設定するアンテナ手段が設けられる
ことを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また本発明（４）は、該車両の位置情報を検出する車両位置検出手段と、
　車両位置検出手段によって検出される位置情報と限定する送信アンテナ箇所を関連付け
て設定する設定手段が設けられることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また本発明（５）は、車両に設けられる車両制御装置と携帯機との間で相互に通信を行
い、該携帯機の相対位置に応じて該車両を遠隔制御する車両制御システムにおける携帯機
において、
　前記車両制御装置からのサーチ信号の電界強度を測定する電界強度測定部と、
　前記電界強度測定部で測定される電界強度の変化に応じて、その電界強度データを車両
制御装置に返送するか否かを判断する携帯機制御部とが設けられることを特徴とする携帯
機である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１５】
　また本発明（６）は、車両に設けられる車両制御装置と携帯可能に構成される携帯機と
の間で相互に通信を行い、該携帯機の相対位置に応じて該車両を遠隔制御する車両制御シ
ステムにおいて、
　前記車両制御装置には、
　前記携帯機を探知するサーチ信号を送信するサーチ信号送信手段と、
　該サーチ信号に応答して前記携帯機が返送する応答信号に基づき、前記携帯機の相対位
置を検知する検知手段とが設けられ、
　前記携帯機には、
　前記車両制御装置からのサーチ信号に対して応答信号を返送する応答信号返送手段を有
し、
　該検知手段で検知される携帯機の位置情報に基づいて、該携帯機の位置変化がないこと
を検知したとき、携帯機から応答信号を出力することを抑制する応答信号抑制手段を備え
たことを特徴とする車両制御システムである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明（１）によれば、第１アンテナ限定手段は、受信アンテナからの応答信号がない
経過時間に基づいて、サーチ信号を送信する送信アンテナの箇所を限定するので、本体制
御部側の消費電力を低減できる。したがって車両バッテリの負担を低減できる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また本発明（２）によれば、第２アンテナ限定手段は、車両駐車状態において、電圧監
視手段により監視されるバッテリ残電力量に基づいて、サーチ信号を送信する送信アンテ
ナの箇所を限定するので、車両バッテリの負担を確実に低減できる。それ故、車両を使用
しない期間に車両バッテリ上がりとなることを極力防止することが可能となる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また本発明（３）によれば、アンテナ手段は限定する送信アンテナ箇所を設定するので
、使用頻度の高いドア付近などに設けられる送信アンテナから送信するようにできる。こ
のようにユーザ等の利便性の向上を図ることができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また本発明（４）によれば、設定手段は、車両位置検出手段によって検出される位置情
報と限定する送信アンテナ箇所を関連付けて設定するので、車両が設定された位置で駐車
すると、その設定内容（送信アンテナ箇所を限定する内容）に応じた制御を行うことがで
きる。したがって車両バッテリの負担を低減できる。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また本発明（５）によれば、携帯機制御部は、電界強度測定部で測定される電界強度の
変化に応じて、その電界強度データを車両制御装置に返送するか否かを判断するので、携
帯機バッテリの負担を低減できる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また本発明（６）によれば、携帯機の応答信号抑制手段は、検知手段で検知される携帯
機の位置情報に基づいて、該携帯機の位置変化がないことを検知したとき、携帯機から応
答信号を出力することを抑制するので、携帯機バッテリの負担を低減できる。
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